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患者様の真のニーズを共有 して、その実現に向けて支援しています
医療福祉支援セン分 セン午 長 櫃 本 真 車 医 師

スタンフ~同、笑顔でがんばっています。

医療制度改革などにより、医療を取り

巻く‖犬況は大変厳しくな
'り

ました。そのた

め、「施設完結型」から、地域の診療所や

医療機関が連携し、患者様の症状に応じ

て適切な場で治療を行う「地域完結型」

への移行が進み、「地域医療連携」が重

要なキーワードとなってきました。当院では

医療福祉支援センターが窓口となり、地域

の医療機関から、高次医療の必要な患者

様のFAX紹 介を受け付けています。紹介

件数は年々急増し、昨年度は4,918件 。

この数字からも分かるように、当院は地域

の医療を支える存在として、大きな期待を

寄せられています。
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都道府県は国から4疾患5事業 (がん・

脳卒中などの4疾 患と、救急医療・ノ」ヽ児

医療などの5事業)の 医療体制を整えるよ

う求められていますが、その基盤として必

要なのはやはり地域医療連携です。では

そのために、医者や看護師などの医療者

を輩出し、公正性の高い大学病院として

できることは?それを考えた結果が県内の

多くの医療者との関連を有する「愛媛大

学医学部関連病院長会議」の中に設置

された、私が部会長を務める「地域医療連

携協議会」の活用です。協議会の活動に、

各病院にある地域連携室が大動脈となり、

患者様の意向に沿った支援が行えるような

ネットワーク構築を位置づけ、

「愛媛地域医療連携ネットワ

ーク会議」を設立。まず第一段

階として、関係者同士が考え

を共有するための「顔の見える

関係」づくりと、医療施設がお

互いの得意分野や診断体制

を把握し、連携を進めやすくす

るための「データベース」作成

を行いました。現在は第2段階

`緩

PROFILE
ひつもとしんいち01979年 愛媛大学医学部卒業、医

学博士。公衆衛生学、ヘルスプロモーション、地域医

療連携などを専門に活躍。卒業後、同大学医学部公

衆衛生学の助手、愛媛県の保健所長や健康増進課

長などを経て、2002年 8月より現職。趣味は映画鑑賞、

洋画が好きで、ジャンルにこだわらず、新作DVDを 見る。

として、地域連携パス (疾病ごとの診療計

画)をツールとして有効に活用する、ネットワ

ークの運用を研究しています。また、医療の

進歩により、完治する病気が増える一方、

がんを代表とする“共存していく病気"も増

えてきました。つまり、在宅ケア資源も地域

医療の重要な役割を果たします。そこで第

3段階としては、これまでのような診断治療

中心でなく、患者様の生活を意識し、「患者

様の真のニーズに応える」支援を重視した

いと考えています。そのために、あらゆるパス

の運用に活かせるネットワークを構築した

い。今はそれに向けて、具体的な連携役割

分担を進めつつあるところです。そして、限

られた地域の医療資源 (病 院や医師、看

護師、その他在宅資源を含めて)をいかに

エンパワメント・コラボレーションしていくか

が今後の課題です。

平成21年 度より、本センターは中央診

療施設の組織から独立し、新たに副センタ

ー長を設置するなど体制も充実しました。

本年度は、広げてきた院外連携をさらに強

化するため、大学病院内の連携強化も図

りたいと考えています。
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FAXによる事前予約



社 会保 障の担 い手 と行政がタッグを組み、
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PROFILE
はしもとかずあき01996年 関東学院大文学部社

会学科卒業。1996年 喜多医師会病院勤務。

2008年から当センター。

おのけいこ02001年 四国学院大学社会学部社

会福祉学科卒業.介護老人保健施設やすらぎの

森、三豊市立西香川病院を経て、2005年 愛媛大

学医学部附属病院へ初めてのMSWとして入職.

PROFttLE
あおやまゆりえ01973年 大阪警察病院附属看

護学院卒業、2000年 愛媛大学法文学部夜間

主コース卒業。看護学校卒業後、警察病院内科

病棟で勤務。1976年 愛媛大学医学部附属病

院就職、看護師長として活躍。趣味は映画鑑賞。

院内と院外のパイプ役となり、患者様とご家族の安心につながる退院支援を
医療福祉支援センター 副セン午 長 青 山 百 合 枝 看 護 師

住 民参加 型の医療 を目指 したい

医療福祉支援センター 橋 本 一 晃
。/1ヽ野 恵 子 医療ソーシャルワーカー

には医療者の顔と顔が見える関係をつくる

場、活発な情報交換を促す場として、ネット

ワーク研究会は立ち上げられました。

医療現場には、患者様をはじめ家族の

方や障がい者の方など、立場も抱えている

問題も異なる多くの方々がいます。それを

支えるには医療だけ、福祉や介護だけで

は困難です。社会保障の担い手である両

者がしっかり手をつなぎ、さらに社会保障

の実行者である行政がカロわ。リタッグを組む

ことが必要です。ネットワーク研究会では、

広くどの分野からも参加していただけるよう

にしています。その中で愛媛県という地域

に足
'り

ないものを解明し、構築していけば、

すべての人が安心して暮らせる地域医療

連携が実現するでしょう。そして、最終的に

は「住民参加型」の医療にまで持っていけ

ればと考えています。

DOCTOR'S VOiCL

に必要な知識を習得し、セクション内で中

心となって動きながら、他の看護師と一緒

に退院支援を推進していきます。このシステ

ムが軌道にのれば、退院支援が必要な患

者様の1青 報をセンターヘ提供したり、逆に

患者様にセンター情報の提供が円滑に行

えるようにな。り、看護部と本センターの連携

による効率的な退院支援が実現すると期

待しています。また、将来的には、他職種を

含めたチーム医療対策にも繋げたいと思っ

ています。さらに、急性期病院の当院から回

復期病院などへ患者様の転院があった場

合に、必要なケア内容についてのコンセン

サスが図れるよう、「地域連携病院の看護

師受け入れ教育」もスタートさせました。これ

らを通して、患者様や家族の方が安心して

退院できる、退院後も地域でその人らしく生

活できる退院支援を目指したいと思います。

|

辟
文
圏
鳳 罐

医療 ソーシャルワーカー (MSW)と は、

患者様の経済的・社会的問題の解決に

向け一緒に考えてサポートを行う、いわば

医療分野で活動する福祉職です。橋本は

大洲市で12年 間勤務し、平成20年 より

本センターに赴任 しました。センターでは

MSWとしての職務と並行し、センター長櫃

本が推進する「愛媛地域医療連携ネットワ

ーク研究会」の事務局的役割も務めてい

ます。地域医療連携は、MSWの世界にお

いては最近注目され始めたものでなく、もと

もと欠くことのできない大変重要なもので

す。だからこそ強く感じるのは、「患者様が

必要なときに、必要な医療が受けられるか

たち」が中心になければ、真の連携とはな

り得ないということです。そのために大切な

のは、地域連携に関わる医療者たちが同

じ目的を才寺ち、それを確言忍し合えること。さら

私は昨年度まで外来師長を務めていま

したが、4月 より新たに、医療福祉支援セン

ターの副センター長に就任しました。地域

医療連携において大切なのは、患者様が

どこにいても、入院や外来、在宅など療養

の場が変わっても、入院前から入院後まで

継続された看護が提供されることだと思い

ます。本センターはこれまで様々な取り組み

を重ねて、院外との医療連携を推進してき

ました。今後はそれをより確かなものとする

ために、院内の連携を一層深めることが私

の役割です。

そこで、今年度はまず看護部が「退院支

援コアスタッフ」を立ち上げました。コアスタ

ッフは退院支援に関するリーダー的な看護

師で、各病棟や外来などセクションごとに 1

名配置されます。そして、毎月開催される委

員会で、看護領域以外も含めた退院支援



愛媛大学医学部附属病院 センター・
お気軽にご相談ください

施設トビックス

新研修医来る

平成 21年度採用の新研修医オリエンテーショ

ンが4月 1日 から7日 までの1週 間の日程で行われ

ました。オリエンテーションは、研修医の生活・服

務、病院内の施設・各組織の紹介、リスクマネジ

メントや院内感染の講義、さらには採血実習、清

~ 
藝 鳳 証こヽ 1警轟 11‐

二

潔操作、BLS実 習、糸結び・縫合練

習などの実習、接遇 (患者応対)の

講義など幅広く充実した内容で行わ

れました。今年度は、愛媛大学医学

部附属病院のプログラム (研修医に

愛を持つて指導する:ア イプログラム)に 34人、

県内関連病院の管理型病院に24人の研修医が

初期臨床研修を開始しました。将来の愛媛の医

療を担う若手医師として期待し、当院スタッフも

全力で指導の真つ最中です。

関連病院長会議を

開催

平成21年 3月 14日 (土 )、 松

山全日空ホテルにおいて第20

回愛媛大学医学部関連病院

長会議総会を開催しました。本

院と人事交流がある県内外の

関連病院長及び本院の診療

科長等あわせて約100人が参

加しました。会議では連携推進

を図るため、医学部長及び病

院長がそれぞれ医学部・附属

病院の現状や今後の動向に

ついて説明したほか、医師の養

成や地域医療、治験を中心と

する先進医療について各分科

会が報告を行いました。また、

講総会後は厚生労働省保険

局医療課長の佐藤敏信氏を

講師に招き、「医療提供体制

の現状と課題」と題した講演会

を行いました。参加者は医療行

政の第一線で働く佐藤氏の講

演に熱心に耳を傾け、今後の

国の医療に関する方針等につ

いて理角旱を深めました。
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総合臨床研修センター TEL:0899605098

あいほつと

がん患者さんや体験者が語り合う「ふれあ

いサロン」(毎 月第2金曜日13:00～ 15:00)

と、医療者や学生も加わってがん医療やケア

のあり方について意見交換する「学びあいサ

ロン」(毎 月第3水 曜日18:00～ 20:00)の

2つ のがんサロン「あいはっと」を4月 から開設

しました。このサロンで当事者の方々と医療

者がパートナーシップのもと、より良いがん医

療の推進に取り組んで参りたいと思います。

参加は無料で院内外を問いません。

あいほつと FAX専 用:089-9605965

病院入回の歩道を整備

附属病院正面の歩道はこれまでも一部分

で屋根を設置していましたが、このたび病院

正面の駐車場から病院玄関へ続く歩道全体

にテント屋根を設置するなど、全面的に整備

を行いました。病院正面の駐車場には身障者

用駐車スペースが確保されており、車椅子に

乗った患者様をはじめ、本院を利用する多く

の皆様に、雨の日や日差しの強い日など、スム

ーズに病院玄関まで移動していただけるよう

になりました。

編 集 後 記

若い力、熟練した技能、大学病院

には多くの人材が集まっています。

この春も数多くの新人が病院に来

てくれました。外部研修を終えてベ

テランと言ってよい医師達も戻って

きました。そしてまた、病院には多く

の患者さんが来られます。今回は数

多くの出会いをプロデュースしなが

ら、患者さんとともに歩む医療福祉

支援センターの意気込みと充実ぶ

りをメイン取材しました。新緑の季

節、愛大病院は“気は優しくて力持

ち"の病院を目指しています。

=愛
媛大学医学部附属病院広報委員会

委員長 檜垣賞男

t,表紙の人

病院長 横山雅好 (泌尿器科学教授 )

総合臨床研修センター長 高田清式

新人研修医

一―正面玄関前にて一―

愛媛大学医学部附属病院
〒7910295愛媛県東温市志津川 Te1 089‐ 9645111(代 )

ホームページhttp://www hsp ehime‐ u ac,p/


